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第
10
回
な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝

競
走
大
会
と
第
2
回
南
那
須
地
区

小
学
生
駅
伝
大
会
が
2
月
26
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝
競
走
大

会
は
大
桶
運
動
公
園
を
発
着
点
に

那
珂
川
西
岸
を
興
野
大
橋
ま
で
進

み
、東
岸
を
北
上
し
て
若
鮎
大
橋
で

那
珂
川
を
渡
っ
て
戻
る
全

長
25
㎞（
6
区
間
）の
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
ま
し
た
。大
会
に

は
南
那
須
地
区
・
県
北
地

区
な
ど
県
内
の
ほ
か
福
島
県・

東
京
都
も
含
め
合
計
39
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。タ

ス
キ
を
繋
ぐ
た
め
に
八
溝

路
を
力
走
す
る
選
手
の
皆

さ
ん
に
、沿
道
か
ら
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、小
学
生
駅
伝
大

会
は
大
桶
運
動
公
園
内
を

5
周
す
る
全
長
約
7.5
㎞
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、周
囲
に

雪
の
積
も
る
な
か
、子
ど
も

た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
力

走
し
て
い
ま
し
た
。 

当
町
か
ら
の
出
場
チ
ー
ム

の
結
果（
10
位
以
内
） 

【
若
鮎
駅
伝
競
走
大
会
】 

6
位
　
那
珂
川
町
体
育
協

会
A
 

8
位
　
那
珂
川
町
体
育
協
会
B
 

【
小
学
生
駅
伝
大
会
】 

（
男
子
の
部
） 

6
位
　
小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
A
 

9
位
　
那
珂
川
F
C
ア
ラ
ー
ヴ
ォ
A
 

10
位
　
小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
B
 

（
年
少
の
部
） 

6
位
　
小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
C

つ
な
 

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 

　
厳
し
い
寒
さ
も
ひ
と
段
落
し
、今

冬
の
計
画
停
電
も
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
も
一
人
ひ
と
り

の
節
電
が
、電
力
の
安
定
供
給
に
つ

な
が
っ
た
か
ら
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
節
電
に
心

が
け
る
と
と
も
に
、安
定
し
た
電
力

供
給
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 
そ
こ
で
、
今
月
か
ら
は
電
力
の

元
に
も
な
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
目
を
向
け
て
み
ま
す
。
 

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
石
油
や
天

然
ガ
ス
、石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
化

石
燃
料
に
代
わ
り
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

呼
ば
れ
る
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
す
。 

 ■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
？
 

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、太
陽

や
風
な
ど
一
度
使
っ
て
も
比
較
的
短

時
間
で
再
生
さ
れ
、な
く
な
ら
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
で
す
。 

 ■
な
ぜ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
？
 

　
原
発
事
故
以
来
、日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、資
源

量
が
豊
富
で
あ
る
と
と
も
に
、温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
少
な
く
、地

球
温
暖
化
防
止
に
も
効
果
が
あ
る

こ
と
か
ら
現
在
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 ■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種
類
 

・
太
陽
光
発
電
 

・
風
力
発
電
 

・
バ
イ
オ
マ
ス
 

・
水
力
発
電
 

・
地
熱
発
電
 

・
太
陽
熱
利
用
 

・
雪
氷
熱
利
用
 

・
温
度
差
熱
利
用
 

・
地
中
熱
利
用
　
　
な
ど
 

　
次
回
は
再

生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
種

類
ご
と
に
紹

介
し
ま
す
。 

「なすみなみ若鮎駅伝競走大会」と 
「小学生駅伝大会」を開催 

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備 
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備 
※小動物から超大型犬（40kg以上） 

〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１ 
０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役　塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

12広報なかがわ　平成24年 3月10日 

那珂川町 
図書館 

ハ
ワ
イ
よ
り
晴
着
が
届
き
峽
に
住
む
人
ら
に
滾
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
熱
 

小
　
川
　
　
古
澤
　
　
實
 

淙
淙
と
響
く
水
の
音
深
谷
ゆ
木
々
縫
ひ
至
り
吾
が
耳
に
聴
く
 

小
　
川
　
　
郡
司
　
喜
恵
 

緩
ら
か
に
川
舟
ひ
と
つ
溯
り
ゆ
く
春
の
那
珂
川
水
光
り
眩
し
く
 

吉
　
田
　
　
塚
原
　
タ
イ
 

介
護
室
の
正
面
に
切
絵
貼
ら
れ
を
り
青
鬼
の
目
玉
赤
に
燃
ゆ
る
 

小
　
口
　
　
影
沢
　
よ
し
 

小
冊
子
の
戦
争
体
験
記
二
百
円
封
印
の
真
実
重
く
哀
し
き
 和

　
見
　
　
藤
田
　
和
夫
 

揺
る
ぎ
な
き
「
不
滅
の
法
灯
」
延
暦
寺
堂
ほ
の
ぐ
ら
く
我
を
圧
し
く
る
 

馬
　
頭
　
　
西
宮
　
定
子
 

久
那
瀬
　
　
星
　
　
健
彦
 

松
　
野
　
　
横
山
　
義
夫
 

松
　
野
　
　
鶴
川
　
良
子
 

三
　
輪
　
　
永
森
　
悦
子
 

久
那
瀬
　
　
堀
江
　
直
子
 

小
　
川
　
　
小
川
の
ぶ
子
 

束
の
間
の
念
じ
る
間
な
い
流
れ
星
 

最
後
に
は
ウ
ド
ン
に
決
め
る
鍋
奉
行
 

植
木
鉢
猫
に
無
実
の
罪
を
着
せ
 

一
言
が
倍
に
返
っ
て
く
る
谺
 

子
ら
の
幸
常
に
念
じ
て
母
は
老
い
 

　
石
高
は
わ
ず
か
五
千
石
、
そ
れ
な
の
に
「
格
」
は
十
万
石
の
大
大
名
並
み
。
参

勤
交
代
な
し
、
諸
役
な
し
の
特
別
待
遇
の
藩
が
あ
っ
た
。 

 
そ
の
名
は
、
下
野
の
喜
連
川
藩
。
し
か
も
「
御
所
様
」
と
呼
ば
れ
る
お
殿
様
。

名
家
で
あ
り
な
が
ら
、
石
高
五
千
石
で
は
、
藩
の
台
所
は
火
の
車
。
ど
の
よ
う
に

遣
り
繰
り
し
て
い
っ
た
の
か
。
そ
の
喜
連
川
家
を
中
心
に
、
全
国
の
貧
乏
大
名
た

ち
の
節
約
術
や
生
き
残
り
術
を
徹
底
分
析
。
い
ま
も
昔
も
変
わ
ら
ぬ
、
生
き
る
知

恵
が
そ
こ
に
あ
る
。 

『
わ
ず
か
五
千
石
、小
さ
な
大
大
名
の
遣
り
繰
り
算
段
』 山
下
昌
也
／
著
（
主
婦
の
友
社
） 

　
ジ
ュ
ン
ペ
イ
と
ヨ
ー
タ
の
秘
密
基
地
に
は
、「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
ッ
キ
ー
ビ
ー
ト

ル
」
と
名
付
け
た
廃
車
が
あ
る
。
あ
る
日
ヨ
ー
タ
は
、
ジ
ュ
ン
ペ
イ
が
う
さ
ぎ
殺

し
の
犯
人
と
疑
う
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
女
子
・
ヒ
ナ
が
、
そ
の
車
か
ら
何
か
を
持

ち
出
す
の
を
目
撃
す
る
。
河
原
に
向
か
っ
た
ヒ
ナ
が
手
に
し
て
い
た
の
は
、
な
ん

と
拳
銃
だ
っ
た
！
 

 
少
年
少
女
の
ひ
と
夏
の
友
情
を
描
く
、
希
望
あ
ふ
れ
る
デ
ビ
ュ
ー
作
。 

『
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
ッ
キ
ー
ビ
ー
ト
ル
の
伝
説
』 

水
沢
秋
生
／
著
（
新
潮
社
） 

　
都
会
の
小
学
校
に
転
校
し
て
き
た
明
里
は
、
自
分
が
来
る
前
に
事
故
に
あ
っ
て

入
院
し
て
い
る
東
川
さ
ん
の
お
み
ま
い
に
行
っ
た
。
そ
の
帰
り
道
、
事
故
の
現
場

を
見
に
行
っ
た
明
里
は
、
東
川
さ
ん
は
実
は
自
殺
を
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
疑
う
。
事
故
の
真
相
を
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
明
里
だ
が
…
。 

 
子
ど
も
は
素
直
で
、
純
粋
で
。
そ
ん
な
き
れ
い
ご
と
は
通
用
し
な
い
。
現
役
教

師
が
、
リ
ア
ル
な
い
じ
め
の
世
界
を
描
く
。 

『
ひ
み
つ
』 

福
田
隆
浩
／
著
（
講
談
社
） 

◇
『
ス
イ
ン
グ
ア
ウ
ト
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
』　
石
田
衣
良
／
著
（
光
文
社
） 

◇
『
城
を
噛
ま
せ
た
男
』　
伊
東
　
潤
／
著
（
光
文
社
） 

◇
『
東
雲
ノ
空
』　
佐
伯
泰
英
／
著
（
双
葉
社
） 

◇
『
歪
笑
小
説
』　
東
野
圭
吾
／
著
（
集
英
社
） 

◇
『
共
喰
い
』　
田
中
慎
弥
／
著
（
集
英
社
） 

◇
『
道
化
師
の
蝶
』　
円
城
　
塔
／
著
（
講
談
社
） 

◇
『
贖
罪
の
奏
鳴
曲
』　
中
山
七
里
／
著
（
講
談
社
） 

◇
『
親
鸞
　
激
動
篇
』　
五
木
寛
之
／
著
（
講
談
社
） 

◇
『
ダ
ー
テ
ィ
・
マ
マ
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
へ
行
く
！
』　
秦
　
建
日
子
／
著
（
河
出
書
房
新
社
） 

◇
『
奇
縁
ま
ん
だ
ら
　
終
り
』　
瀬
戸
内
寂
聴
／
著
（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
） 

◇
『
日
本
の
地
震
地
図
』　
岡
田
義
光
／
著
（
東
京
書
籍
） 

◇
『
ナ
チ
ュ
ラ
ル
イ
ン
テ
リ
ア
の
家
を
つ
く
り
た
い
』　
湧
井
辰
夫
／
監
修
（
主
婦
の
友
社
） 

◇
『
有
機
栽
培
の
病
気
と
害
虫
』　
小
祝
政
明
／
監
修
（
農
山
漁
村
文
化
協
会
） 

小
　
砂
　
　
笹
沼
　
季
子
 

小
　
川
　
　
平
澤
　
照
雄
 

谷
　
田
　
　
岡
崎
　
甫
子
 

薬
　
利
　
　
大
　
　
克
明
 

大
山
田
下
郷
　
佐
藤
　
有
紀
 

雪
解
け
て
那
須
山
の
稜
線
輝
か
す
 

山
深
き
狩
人
の
里
冬
囲
ひ
 

雪
の
舞
ふ
草
津
の
山
や
湯
も
み
唄
 

寒
月
を
迎
へ
し
街
の
寝
し
づ
ま
る
 

賀
状
来
て
思
ひ
思
ひ
の
夢
結
ぶ
 

滝
凍
つ
る
乾
坤
の
音
封
じ
込
め
 

な
 

す
 

け
ん
 こ
ん
 

た
ぎ
 

お
 

こ
だ
ま
 

ふ
か
 た
に
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